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環境研究総合推進費 研究概要・概要図 

研究区分 革新型研究開発（若手枠 A） 

研究期間 2026 年度（令和 8年度）～2028 年度（令和 10 年度） 

研究課題番号 2RA-2602 

体系的番号 JPMEERF20262RA2 

研究課題名 環境問題に指向した全球気候モデル開発と温暖化研究への応用 

Project Title 
Development of a global climate model for environmental studies and 

its application to global warming research 

研究代表機関 九州大学 

研究代表者 道端 拓朗 

研究領域 気候変動領域 

研究キーワード 
地球温暖化, 数値気候モデル, 人工衛星観測, エアロゾル・雲相互作用, 全

球エネルギー収支 

2026（令和８）年４月 

 

  

 

	  



【公開情報】令和８年度新規採択課題  【2RA-2602】 

2 
 

研究の概要 

本研究課題の目的は、数値気候モデルにおける最大の不確実要因であるエアロゾル・雲・降水のモデリ

ング手法を高度化し、局地降水や異常高温のリスク評価にも高精度に応用可能である、環境問題に志

向した新たなモデルを構築することである。ほとんどの全球気候モデルで無視されてきた、エアロゾ

ルと積雲の相互作用を陽に考慮可能なモデルを構築し、観測結果から示唆されている雲の種類に依存

した複雑なエアロゾル・雲・降水相互作用の再現に挑戦する。局地降水の再現に重要となる雹・霰とい

った大きな降水粒子の再現性を高めるため、EarthCARE 衛星等の最新の衛星観測データを複合的に用い

て不確実性を制約し、エビデンスに裏付けられたモデル開発を推進する。開発したモデルを、直近の世

界的高温事例や、降水変動の大きな低中緯度および温暖化が著しい北極域など、多様な時空間現象に

応用することで、既存研究に類を見ない先駆的な環境変動研究・気候変動研究に貢献する。 
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研究の全体概要図 

 

 


